複合名詞のアクセント : N1, N2がともに2拍以下の場合 by 崔 聖玉



























































































































アクセント規則 1:《Nl、 N2~ 2拍》においてN2に第一語類の語が立つとCN
は起伏型になる。







































（アクセント規則 2):《Nl、 N2~ 2拍》においてN2に第 2語類の語が立つとCN
は平板型になる。













































（アクセント規則 3):《Nl、 N2~ 2拍》のCNのN2に第 3語類が立つとNlが起
伏型であればCNも起伏型になり、 Nlが平板型であれば
CNも平板型になる。
アクセント規則 3にかかわる語をN2とするCNの場合、アクセント規則 1、 2の語彙群
をN2とするCNに比べ、アクセント型にゆれに伴う、ある種の複雑さを見せている。例え
は、 1拍の語がN2として用いられているCN（ナマミなど）は、起伏型と平板型とにゆれ











































合、 3-1以下で述べるように、 N2に立つ語を考察するだけでなく、 Nlに立つ語のアクセント型も考
慮しなければならないものと考えられる。 Nl、N2ともに 2拍以下の複合名詞におけるアクセント
記述の複雑性は、このようなところに起因するものと考えられる。
(4) 2拍 2音節の語をNlとし、 1拍の語をN2とするNl+N2においてデサヒ（朝日）は、異例で頭高型
アクセント型をとっている。
(5) ただし、平板型以外のアクセント型が決して現われないということではない。ここに取り上げた語
をN2とする複合語で、平板型以外で現われるものも少しある。例えば下シゴ（年子）、コ京コ（仔
猫）、デバコ（手箱）などがそれである。しかし、全体から見ると、本稿で取り上げた語の場合平板
化する傾向がきわめて強いので、例外と見なして取り扱うことに問題はない。
(6) 本稿の筆者は、現在、前部要素あるいは後部要素が 3拍以上の複合語を分析しているが、後部要素
を中心として考察を進めればその複合語のアクセントをよく説明できるという見通しを得た。分析
の結果をいずれ論文の形で発表したい。
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